
第 7期 横浜市分別収集計画 

平成 25 年６月 12 日 

 

１ 計画策定の意義 

 

未来を担う子供たちに美しい地球環境・豊かな都市環境を引き継ぐためには、廃棄物対策とし

て、リデュース（Reduce 発生抑制）・リユース（Reuse 再使用）・リサイクル（Recycle 再生利用）

（以下、それぞれの頭文字の“Ｒ”を取り「３Ｒ」という。）を進めることで、天然資源の消費

を抑制し、環境負荷をできる限り低減した循環型社会の実現に取り組む必要がある。 

横浜市では、平成 14 年度に策定した横浜市一般廃棄物処理基本計画（横浜Ｇ３０プラン）に

基づき、焼却・埋立処分中心の廃棄物対策からの転換を図ることとし、市民・事業者との協働の

もと、３Ｒとりわけ分別・リサイクルを進めた結果、燃やすごみの大幅な削減や、これに伴う温

室効果ガス排出量の減少、焼却工場の廃止や最終処分場の延命化などの成果をあげることができ

た。 

平成 22 年度には、横浜Ｇ３０プランを礎に、横浜市一般廃棄物処理基本計画（ヨコハマ３Ｒ

夢プラン）を策定した。ヨコハマ３Ｒ夢プランは、市民・事業者・行政が更なる協働のもと、３

Ｒを推進するとともに、なお残るごみを適正に処理することで、限りある資源・エネルギーの有

効利用と確保に努め、環境モデル都市として、環境負荷の低減と健全な財政運営を両立した持続

可能な街づくりを目指しており、燃やすごみなどのごみ量に、古紙や缶、びんなどの資源の量も

加えた「ごみと資源の総量」を平成 37 年度に基準年度である平成 21 年度に比べ 10%以上削減す

ることを、また、「ごみ処理に伴い排出される温室効果ガス排出量」を平成 21 年度に比べ 50%以

上削減することを目標としている。 

ヨコハマ３Ｒ夢プランでは、分別リサイクルはもちろんのこと、３Ｒの中でももっとも環境に

やさしいリデュースの取組を進めることとしているが、燃やすごみの中には、分別対象品目とな

っている資源化可能物がまだまだ多く含まれており、分別の更なる徹底が必要である。 

横浜市分別収集計画（以下、「本計画」という。）は、このような状況のなか、「容器包装に係

る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」（以下、「法」という。）第８条に基づき、一般

廃棄物に含まれる容器包装廃棄物を分別収集し、その減量・リサイクルを促進する目的で、市民・

事業者・行政のそれぞれの役割を明確にし、具体的な推進方策を明らかにするとともに、関係者

が一体となって取り組むべき方針を示したものである。 

 

２ 基本的方向 

 

ごみ問題を環境問題、資源・エネルギー問題の一環としてとらえ、廃棄物による環境への負荷

をできる限り低減するため、廃棄物の発生を抑制するとともに、徹底した分別をはかり、再生利

用を推進することで、限りある資源・エネルギーの消費の節減と循環的な利用を促進し、市民・

事業者・行政が協働し、一体となって「循環型社会」の実現を目指す。 



３ 計画期間 

 

本計画の計画期間は、平成 26 年４月を始期とする５年間とし、３年ごとに改定する。 

 

４ 対象品目 

 

本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無色、茶

色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、ペットボトル、プラスチック製容器包装を対象とす

る。 

 

５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号） 

 

（単位：トン） 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

容器包装廃棄物 173,336 176,671 179,120 182,141 185,259 

 

６ 容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項（法第８条第２項第２号） 

 

容器包装の排出抑制を促進するため、以下の方策を実施する。 

 

(1) 発生抑制の推進 

ごみ減量及び低炭素社会の実現を図るには、３Ｒの中で、もっとも環境にやさしい「リデュ

ース」の取組を進めていくことが重要であり、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の中心施策であるこ

の「リデュース」の取組を、市民・事業者・行政の３者が協力しながら進めていくことで、環

境に配慮したライフスタイルやビジネススタイルの定着を目指す。 

また、市民・事業者と連携して廃棄物の発生抑制に取り組むため、市民からリデュースの取

組に関する提案や相談を受け、情報の提供、広報、協力者の紹介などを行い、新たな取組の実

現をお手伝いする「ヨコハマＲ（リデュース）委員会」の設置のほか、３Ｒ行動を積極的に行

い、ごみを減らすことで、未来の環境を良くしていこうという意思を持っている個人・事業者・

団体などの登録制度「ヨコハマ３Ｒ夢パートナー」や「ヨコハマ３Ｒ夢サポーター」により、

メールマガジンなどを通じて３Ｒに関する情報提供などを行う。 

(2) 事業者による自主回収の促進 

「横浜市廃棄物等の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例」で定めた「再生利用等促

進物制度」などに基づき、容器包装の製造・加工・販売を行う事業者の自主回収を促進する。 

(3) 資源集団回収の促進 

市民と事業者の自主的な活動である資源集団回収を促進するため、登録団体に対しては回収

量に応じて、登録業者に対しては回収量と市況に応じて奨励金を交付する。また、未実施地域

が生じないよう引き続き地域への働きかけを行う。 



(4) 市民との協働 

ごみの減量による脱温暖化に向けた３Ｒ行動、分別排出の啓発活動、街の美化等を推進する

ため環境事業推進委員を委嘱し、地域や行政と連携して取り組む。 

(5) 適正排出の促進 

市民に対し分別収集の周知を図るとともに、未分別ごみの取り残しを行うことなどにより、

燃やすごみへの混入の防止や、分別ルールを守らない者に対する罰則を含めた指導を実施する。 

また、分別ルールが守られていない集合住宅については、家主や管理会社等の管理者に対し

改善の取組を要請する。 

さらに、学生や単身者が多い地域では「正しい分別方法」や「排出マナー」などの地域特性

に合わせた啓発を行うほか、子育てサークルへの出前講座や高齢者が利用する施設での分別相

談会の実施など、対象者に合わせた効果的な啓発を市民目線に沿ってきめ細やかに実施する。 

(6) 広報・普及啓発活動 

イベント、ＰＲ活動を通じて広く市民にごみ問題に対する意識を高めてもらうよう、積極的

に広報活動を行っていく。 

ア 広報紙やパンフレットの作成、配布 

イ インターネットによる情報提供 

ウ 啓発イベントの開催 

エ 環境学習の推進 

オ 焼却工場の見学の受入れ 

カ 啓発拠点の運営 

 

７ 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係る分別

の区分（法第８条第２項第３号） 

 

分別収集を行う容器包装廃棄物の種類を下表左欄のように定める。また、収集に係る分別収

集の区分を下表右欄のとおりとする。 

分別収集をする容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 

主としてスチール製の容器 

主としてアルミ製の容器 

缶・びん・ペットボトル 主としてガラス製の容器 

（無色のガラス製容器、茶色のガラス製容器、その他のガラス

製容器） 

主として紙製の容器であって飲料を充てんするためのもの（原

材料としてアルミニウムが利用されているものを除く。） 
古紙（紙パック） 

主として段ボール製の容器 古紙（段ボール） 

主としてポリエチレンテレフタレート（PET）製の容器であって

飲料、しょうゆ等を充てんするためのもの 
缶・びん・ペットボトル 

主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のもの プラスチック製容器包装 



８ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び法第２条第６項

に規定する主務省令で定める物の量の見込み（法第８条第２項第４号） 

（単位：トン） 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

主としてスチール

製の容器 
4,814 4,606 4,381 4,177 3,981 

主としてアルミ製

の容器 
4,523 4,521 4,492 4,475 4,456 

無色のガラス製容

器 

10,249 10,254 10,199 10,167 10,133 

0 10,249 0 10,254 0 10,199 0 10,167 0 10,133

茶色のガラス製容

器 

6,524 6,508 6,454 6,416 6,375 

0 6,524 0 6,508 0 6,454 0 6,416 0 6,375

その他のガラス製

容器 

5,532 5,754 5,949 6,166 6,388 

5,090 442 5,294 460 5,474 475 5,673 493 5,877 511 

主として紙製の容

器であって飲料を

充てんするための

もの（原材料として

アルミニウムが利

用されているもの

を除く。） 

9 9 8 8 8 

主として段ボール

製の容器 
346 343 337 332 328 

主として紙製の容

器包装であって上

記以外のもの 

－ － － － － 

－ － － － － － － － － － 

主としてポリエチ

レンテレフタレー

ト（PET）製の容器

であって飲料又は

しょうゆその他主

務大臣が定める商

品を充てんするた

めのもの 

12,401 12,493 12,512 12,560 12,604 

12,401 0 12,493 0 12,512 0 12,560 0 12,604 0 

主としてプラスチ

ック製の容器包装

であって上記以外

のもの 

47,770 47,717 47,384 47,164 46,929 

47,293 477 47,240 477 46,911 473 46,693 471 46,460 469 

※ 紙製容器包装については、ミックスペーパー等の「その他の紙」という品目に含めて収集して

いるため、無記入とする。 

※ ガラス製容器（無色、茶色、その他）、その他の紙製容器包装、ペットボトル及びプラスチッ

ク製容器包装に係る分別基準適合物の指定法人への引渡見込量と、独自処理見込量の記載方法は

次のとおり。 

（合計） 

（引渡見込量） （独自処理見込量）



９ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び法第２条第６

項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法 

 

(1) 基準となる年度の容器包装廃棄物の資源化量を、当該年度の人口及び日数で割り、「基準

となる資源化量原単位」を算出。 

(2) 容器包装廃棄物の品目に応じて、過年度の実績から、「基準となる原単位伸び率」を算出。 

(3) (1)で算出した原単位に、(2)で算出した率並びに分別収集計画の計画期間における各年度

の推計人口及び日数を乗じ、「計画年度の分別基準適合物等の量」を算出。 

 

10 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号） 

 

容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 収集運搬段階

選別

保管

段階 

備考 

金 

属 

スチール製容器 

缶・びん・ペットボトル

ステーション

収集及び拠点

回収 

市 

事 業 者 自

主回収、資

源 集 団 回

収 も 並 行

して実施 

アルミ製容器 

ガ
ラ
ス 

無色のガラス製容器 

茶色のガラス製容器 

その他のガラス製容器 

紙 
類 

飲料用紙製容器 古紙（紙パック） 

拠点回収 
段ボール 古紙（段ボール） 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ペットボトル 缶・びん・ペットボトル ステーション

収集及び拠点

回収 

事 業 者 自

主 回 収 も

並 行 し て

実施 

その他のプラスチック

製容器包装 
プラスチック製容器包装

 

11 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号） 

 

缶・びん・ペットボトルについては、既存の資源選別施設で選別、圧縮・保管を行う。古紙

（紙パック、段ボール）については、各ストックヤードに保管する。その他プラスチック製容

器包装については、民間の中間処理施設で選別、圧縮・保管を行う。 

 



12 その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

 

容器包装の資源化を推進するため、以下の取組を進める。 

 

(1) 市民・事業者・行政の役割を明確にし、行政はコーディネート役を果たしながら、市民・

事業者による自発的・主体的な取組を基本とした発生抑制、再使用、再生利用を進める。 

(2) 分別収集への協力や適切な排出方法などについて、地域において様々な啓発活動を行い、

分別収集への協力率、資源物の品質向上を推進する。 

(3) 毎年度、分別収集計画記載事項の実績を確認、記録し、乖離があった場合には３年後の計

画改定時に、その記録を基に事後評価を行う。 


